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9月29日の国内株式市場の下落について
米国政治の不透明感が日本株にも波及

1/1

2021年9月29日

直接の下落要因は米国株安だが、背景に米国政治の不透明感

9月29日の国内株式市場は、日経平均株価が2.12％下落、TOPIX（東証株価指数）が2.09％下落しまし

た。株価下落の直接的な理由は、前日の米国株の下落です。米国株が下落したのは米国金利の上昇が嫌気

されたためですが、その背景として以下の2点が指摘できます。

• 先週のFOMC（米国連邦公開市場委員会）で示された参加者の政策金利見通しにおいて、比較的速

いペースでの利上げを予想する参加者が一定程度いたこと

• 米国上院で当面の連邦債務上限の適用停止とつなぎ予算に関する法案が共和党の反対のため成立せ

ず、デフォルト（債務不履行）や政府機関閉鎖への懸念が高まったこと

FOMCの利上げ見通しは速いペースと緩やかなペースとに二分されており、パウエル議長など執行部は

緩やかなペースを支持しているとみられることから、速いペースでの利上げが確定的とはいえません。

債務上限の適用停止とつなぎ予算に関する法案は、成立しなければデフォルトや政府機関閉鎖のリスク

があります。ただし、これは民主党と共和党の政治闘争として度々起こっていることであり、通常は時間

切れまでに合意します。国民に不便を強いるような結末は両党の支持率にもマイナスになるためです。し

たがって目先は不透明感が続く可能性がありますが、混乱が長期化する恐れは小さいと想定されます。

（％）（円）

（出所）ブルームバーグ

（2021年1月初～2021年9月28日）

米国10年国債利回りの推移日経平均株価とTOPIXの推移

（出所）ブルームバーグ

（2021年1月初～2021年9月29日）
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